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翔の愛読者様、こんにちは。障害者相談支援センターくらぁじゅの米持です。
　早いもので、もう夏が来ましたね。水分とって熱中症に気を付けましょう。
さて、去年の暮れに深谷市で起きた無理心中事件をご存じですか？いっしょに考えてみませんか？
事件は深谷市内を流れる利根川で起きました。
　『親子三人を乗せた車が突っ込んだ。同日朝、８１歳の女性が川に浮いているのを近隣の人が見つけるが、既に死
亡。その近くでは、女性の三女(４７歳)が座り込んでおり、低体温症で病院に運ばれた。
　また、そこから約４００メートル上流の浅瀬では、三女の父親(７４歳)が遺体で発見された。
　母親は長年認知症を患い、三女はその介護のため、３年前に仕事をやめていたという。
　一方、父親は７４歳という高齢で新聞配達をして家計を支えていたものの、事件のちょうど１０日前、頸椎損傷から
くる手足の痺れなどを理由に仕事を辞めていた。年金収入はなく、貯金もない。
　母親に対する殺人、父親への自殺ほう助の疑いで逮捕された三女は、働けなくなった父から「一緒に死のう」と言わ
れ、一家心中するつもりで川に入ったことを供述。』　　毎日新聞より抜粋。
　どうやら生活保護の相談には行っていて、両親と三女の３人暮らしであること。借家暮らしで家賃は３万３０００円
であること。母は認知症で介護が必要な状態だが、要介護認定は受けていないということ。
　自らは３年前から母の介護で働けないこと。父親は新聞配達をしているものの、手足の痺れがあり、手術が必要と言
われていること。年金収入はなく、貯金もほとんどないものの、翌週には父親の給料が入る予定であること。
　軽自動車をもっていること。農家に嫁いだ姉は米や野菜を送ってくれるものの、姉や両親の兄弟には経済的援助は期
待できないこと。等聞き取りが行われていたようです。
　検察側は懲役８年を求刑しているとのことですが実は6月の末に判決が出ています。
どんな判決なのか次回号で。

○新職員紹介
   千田　紗保里　 　就労継続支援Ｂ型、café ソラーレでお世話になることになりました千田紗保里と申します。
　　小学４年生の息子と 1歳の娘がおり、毎日バタバタと慌ただしく生活しております。
　実務経験はありませんが、作業療法士の資格を持っておりますので、カフェ業務はもちろんですが、福祉の知識も身
　につけて成長していきたいと思っています。
　　これからどうぞよろしくお願いします。

障害者相談支援センター くらぁじゅ

　　　新しい一歩に向けて 理事長　瀬尾　英樹

　このたび二年ぶりにサポートあおいに復帰し、樽角前理事長の後を受けて、新たに理事長に就任いたし
ました瀬尾です。どうぞよろしくお願い致します。

　サポートあおいも十周年の節目を過ぎて、次の１０年に向けて新たな一歩を踏み出そうとしています。
設立以来、順調に業績を伸ばして来ましたが、昨年その成長にやや翳りが生じる事態となりました。
赤字決算となったことです。
そこには、企業の参入を始めとして様々な要因があったことと思います。
　これらの原因・問題点をしっかりと調査分析し、適切な対応策を講じることで早期の業績回復を図るこ
とが、いま法人に課せられた最大かつ喫緊の課題であると言えます。

　そこで、新生サポートあおいとして、、以下の各視点に基づいて今後の事業運営を進め、全員の総力を
結集することで、この難局を乗り切って行きたいと考えています。

  悩む葦
　支援の場は人生研鑽の場であるように思う。耳をすまし目を凝らしていれば、ここには己を磨くチャンスが転がって
いる。このチャンスを一つでも多く発見した人には、人間のいのちとは何か、自分は何者か、家族とは、社会とは、今
この出会いの意味はどこにあるのかなどなど人生のテーマについて考え、行動する機会が与えられると思う。
　しかしチャンスを発見したからと言って答えがすぐ出るものではない。
わたしたちは日頃何かについて考え、また悩むことが多い。これは人間の人間たる所以である。
　「悩む力」という本を出している政治学者姜尚中氏はV・E・フランクルに関する評論の中で「悩む葦」という言い方
をして、他の生物にはない人間を人間たらしめている特性を表現している。
　悩むことの中には、そのことに真剣である、より人間らしく自分らしく応えたいという、態度価値が含まれているの
でなかろうか。支援される側、支援する側どちらがより人間らしく生きているかを問われる現場は悩む場として不足は
ない。

◆損益を意識した事業の推進
　　事業を継続していく上において、損益を軽視して進めることはありえない。
　利益を上げることのできない法人は、いずれ淘汰され衰退の途を辿ることになるだろう。
　そうならないためにも、これからは一人ひとりが損益意識をしっかり持って、事業を推進してい
　くように心がけたいと考えている。

◆魅力ある支援・サービスの創設と提供
　　事業の中核である『支援・サービス』について、「いま利用者が何を求めているのか」、
　「どうしたらそれに応えられるか」といった原点に立ち返ってもう一度考えてみる必要があるよう
　に思われる。その上で我々の得意とする、我々にしか出来ない魅力ある支援・サービスを生み出し、
　提供することでこれらの要求に応えていくこととしたい。

◆地域社会との連携・協働の推進
　　サポートあおいが、地域の一員として受け入れてもらうためには、我々の方からの積極的な地
　域への働きかけ・努力が重要と思われる。例えば、地域行事への積極的な参加や地　域イベント
　等の共同企画・共同運営など、地域と一体となった活動の推進にチャレンジしていきたい。

◆組織運営の活性化
　　上記の各施策を効果的に進める上で、法人内の事業所同士の連携・協調が不可欠である。
　そのために、職員一人ひとりが、自由に意見を主張し、議論し、時に助け合いながら活動できる
　ような活性化された組織運営のための環境整備を進めて行きたい。

北の荒海にいのちを
　　　つなぐエトピリカ

理事　樽角　才次

　

　「夏が来た！」と思うような気温と青空が続いたと思ったら、またどんよりの空模様

に逆戻りしたりと忙しいお天気が続いていますね。

体が重い日もありますがゆっくり行きましょう。

　さて さて 最近のみんとの活動報告です。まずは就労継続支援Ａ型事業所の見学に行っ

て来ました。

「1日 4時間、週 5日勤務」ということにハードルを感じられた方が多かった印象です。

　今の生活とＡ型で働く生活に差があると感じることができたことが今回の大きな収穫

かなと思います。

　その「差」を埋めていく為にみんとや就労移行、Ｂ型がありますので大いに活用して

ほしいと思います。

　みんとの外へ向けても活動を広げようということで、七夕飾りと魚釣りセット

を作って市内の保育園に持っていきました。

　久々にやった折り紙は意外と難しく、作っている方もとても盛り上がりました。

子どもたちも喜んでくれたようなので嬉しい限りです。

今後もみなさんの活躍の場を広げていきたいなと思います。

あとですね！みんとはブログを作りました！

あおいのホームページ〔トピックス〕に更新情報をのせているので是非ご覧になっ

てください (^▽^)

　

┃ 施設見学に行ってきました !!
　7 月 26 日（火）、宮代町（東武動物公園駅より 5 分）にあるＮＰＯ法人「じりつ」の就労移
行事業所を含むサービスを提供している「アバンティ」様に見学に行きました。
　就労継続事業所の運営しているカフェ「ＭＩＮＴ」で 500 円で「毎日健康日替わり弁当」
をいただき、その後、「アバンティ」の事業所へ移動し、管理者の松岡様より就労移行
事業所についてご説明をいただいた後、利用者の方との交流を 1時間程行いました。
　「アバンティ」の利用者 9 名と「せんば」の利用者 7 名と相互の職
員も一緒に輪になり、自己紹介と自分の夢を順番に語っていきまし
た。
　松岡様より仕事をする上で大事なことは、『仲間を作ること』とい
うお話を頂戴していましたが、「宮代町にも仲間がいたんだ」と身を
持って体験する良い機会となったようです。
おいしいお弁当と温かくお迎えいただいたこと深く感謝いたします。
今後も交流させていただければと思っております。

　

　今回は、B型の人気作業の1つである、カフェの紹介をします。
川越胃腸病院様、向かいにあるB型事業所の1階が、café   Solareです。
　毎日暑い日が続いていますが、病院帰りの方やお仕事の休み時間を過ごされる方などで、ランチタイ
ムはにぎわっています。
　今年の春からは、新しいスタッフや、メンバーさんも加わり、気分も新たに営業しております。
　今年度は、花壇や内装も少しずつ変えて行く予定で、まずは、レジカウンターづくり、一部の壁の張
替えを行いました。
メンバーさんもそれぞれ得意な分野を生かして、一生懸命、作業に取り組んでくれました。
　そんなソラーレでは、人気のカレーやオムライス、日替わりランチの他、かき氷や、フロートなどの
夏季限定のメニューが人気です♪ご来店お待ちしております。

地域活動支援センター みなみ

生活支援センター みんと多機能型事業所　ワークセンターせんば
就労移行支援

就労継続支援Ｂ型

せんば農場だより
　暑い、暑い、とにかく熱いだよ。猛暑、猛暑、猛暑。今年の梅雨は、半端なく熱い。
さてさて、せんば農場だより第７回目ですが。初めのとおり、畑は地獄　猛暑の地。
例年ならば、梅雨どきに一息つけるのですが、今年は、春からいきなり夏です。つらい・・・
　今年度は、ジャガイモが豊作で、６月中玉ねぎが終わった後しばらく楽しめ、その後少
量ではございましたが、春植えキャベツが楽しめました。育て方が下手なのか、半分くら
いは、廃棄しました。（来年こそは、頑張って今年の倍位食べられるように頑張るぞ！）
　今は、少し遅いのですが、茄子、胡瓜、そしてトマトなどを育てております。

胡瓜は、７月の上旬より収穫、茄子は、たぶん中旬より収穫ができそうです。
（順調に育っております）
　さて今年度は、秋に向かって久しぶりにサツマイモを作る予定です。
３年前に一度作ってみました。生育はよかったのですが、なぜか不評だったのでしば
らく作るのをやめていました。しかしメンバーよりケーキ作りの材料にと声が出て、
３年ぶりに再チャレンジすることにしました。（おいしい芋を作るぞ）頑張ります。
次回のせんば便りを。お楽しみに！

今は２本だけど、いっぱい実がなるよ。　　　　

少しまばらだけど、
秋には芋掘りができるぞ。

　みなみでは隔月でメンバー企画というプログラムがあります。

文字どおりメンバーによるメンバーのための企画で、内容を決める

メンバー企画ミーティングでは司会進行、書記もすべてメンバーに

担ってもらう事で、必然と他のメンバーにも協力態勢が出来、積極

的に意見、提案ができているように感じます。

　メンバー企画ミーティングで出た案を、全員揃うみなみミーティ

ングで最終的にメンバー全員で決め、更にポスター製作を経て翌月

満を持しての開催となります。

　どの企画も季節感のある内容が多く、今年の 5 月はバラの時期と

いうこともあり川島町にある平成の森へ。

天候にも恵まれ日本一のバラのトンネルを満喫しました。

　7 月に実施した企画は居酒屋でのランチと午後は天然氷が評判のか

き氷店（クールハウス）へ。

　この日はあいにくの梅雨空でクールハウスでは震えながら、かき

氷を食べるメンバーの姿も。

ある意味、記憶に残る企画となりました。

　このように、個人では体験出来ないこと、行かない場所なども皆で、

共有できるこの企画。

　次はどんな企画が飛び出しますか？乞うご期待あれ。


